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私は1965年に東北大学理学部
化学科で小泉正夫（1974年逝去）
教授の研究室に4年生として入り、
研究の手ほどきを受けました。頭
でっかちの学生でしたので、研究
の現場になじむのに少々時間がか
かったように思います。量子力
学、量子化学、電磁気学を勉強し
て、電子状態から反応の何たるか
を知りたい、そのためには何をど
う勉強すればいいか、今後どうい
う研究をなさるのか、小泉先生や
当時助教授だった奥田典夫（1981

年急逝）先生にさかんに質問を
したものです。小泉先生は、今

まで反応速度論的な手法で光化学反応
を解明してきたけれど、これからは反
応の途中を、道筋を見なくてはいけな
い、そのためにはフラッシュフォトリ
シス、ガラス状態にトラップした反応
中間体を調べる剛性溶媒法を活用して
いくと言われたことをよく覚えていま
す。私のテーマは、低温剛性溶媒中で
光照射によりπラジカルを作り、その
電子スペクトルを測定帰属することで
した。そのための具体的な仕事は、開
殻系π電子状態計算のプログラムを作
ることで、設置されたばかりの東北大
大型計算センターに通い、又まとまっ

たデバック時間のもらえる東大の大型
計算センターに出張しました。電子状
態計算は小泉研では初めてでしたので、
東工大森雄二先生、千葉大青野茂行先
生、大阪市大西本吉助先生に個人的に
アドバイスをいただきました。また東
北大に着任したばかりの中島威先生に
は修士学位論文を見てもらうなど理論
化学の先生と議論する機会がありまし
た。このような研究の中で、私は理論
化学の世界ではとってもやって行けな
いだろうと思い、勉強した電子状態の
視点で議論できる実験研究をしたいと
考え、研究室を替わりたいと申し出ま
した。小泉先生はそれではと又賀先生
に私を推薦してくださり、阪大の基礎
工学部合成化学科の博士課程に転入学
しました。
又賀研に移った1968年前後は日本

の物理化学の研究室にレーザーが入っ
た画期的な時代でした。東大物性研と
理研の長倉研、東工大田中郁三研にも
レーザーが設置され、時間分解分光に
よる励起状態、光化学初期過程の研究
が活発に始まりました。私たちもレー
ザーを用いたナノ秒時間分解分光法を
いち早く開発し、世界的にもきわめて
早い時期にナノ・ピコ秒の化学と呼ば
れる研究領域の開拓に貢献してきまし
た。私の最初の仕事はポーター先生た
ちのいわゆるフラッシュホトリシス、

分子研レターズに寄稿するチャンスを与えていただきました。私にとって分子研は装置を使わせていただいた時代はもちろん、
訪問すらしないときも気にかけてきた研究所ですので、大変うれしく思っています。なかなかない機会ですので、私の研究に
ついて述べさせていただき、次に分子研との関わり、今後の光科学研究に関連して分子研に期待することを述べます。
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すなわち時間分解可視紫外吸収分光装
置を作ることでした。ナノ秒領域では
従来のプローブ光が弱くもたもたして
いたところ、偶然幅広く強いCT蛍光が
セルの中を走るうちにCT励起状態によ
り吸収される現象を見つけました。こ
の励起状態自身による再吸収効果を解
析することにより、世界で初めてCT錯
体のS1→Sn吸収が取れてしまったので
す。このときのレーザー励起蛍光スペ
クトルは写真のフィルムで測定し、現
像したら乾くまもなく覗いて、教授室
に報告に走るという素晴らしい経験を
しました。又この論文を投稿したとこ
ろ長倉先生から直接コメントをいただ
き感激したことを覚えています。
複雑系のほうに興味があった私は、

又賀研の電荷移動錯体、エキシプレッ
クス研究から、徐々に高分子溶液、高
分子固体へシフトしながら、ナノ秒、
ピコ秒の時間分解分光をもとに光物理
光化学過程を調べる仕事を続けました。
この中で私は化学反応の研究における
レーザーの持つ高いポテンシャルを生
かした化学反応の将来の研究は空間分
解化学にあると考え始めました。1985

年に IBMアルマデン研究所に3ヶ月滞
在したときは、京都工芸繊維大学教授
に就任1年後でしたので、本当に自由に、
真剣に今後の光化学、レーザー化学は
どうなるだろうか、その中で私は何を
すべきか、と考えるときでした。高分
子のレーザーアブレーションの研究を
行い、3件の速報にまとめましたが、そ
の1報をChem. Phys. Lett. に投稿しま
した。当時のことですから、この仕事
はChemical Physicsではないと、簡
単にリジェクトされるだろうと思って
いたのですが、伊藤光男先生はこれか
らこういうものも大事になると掲載し
てくれました。大いに勇気付けられた
ことです。この掲載が、その後空間分

解的な化学研究をしようと決める背景
の一つになったかと今では思っていま
す。

1988年に新技術開発事業団（現科学
技術振興機構）のERATOプロジェクト
総括責任者として選ばれたとき、レー
ザーと顕微鏡を駆使した微小空間の分
光と反応の研究を行うとして、「増原極
微変換プロジェクト」として立ち上げ
ました。以来一貫して微小領域のレー
ザー化学の研究を展開してきました。
1991年に阪大工学部の応用物理学科に
移ってからは、化学と違うさまざまの
手法や方法論から刺激を受け、特に走
査型プローブ顕微鏡には心を揺さぶら
れましたが、私はレーザーと化学から
離れたら終わりと一貫して立場は変え
ませんでした。こういうことでたどり
着いた成果を最近では以下のようにま
とめております。

1．時間分解・空間分解分光法の開発と
分子系光ナノダイナミクスの解明

2．集光レーザービームの光圧による分
子系ナノマニピュレーション

3．レーザーナノアブレーションのダイ
ナミクスとメカニズムの解明および
バイオサイエンスへの応用

この内容で昨年春の IUPAC光化学
シンポジウムの会期中に欧米亜三光
化学協会からポーターメダルをいた
だくことができました。タイトルは
「Pioneering Laser-induced Time- 

and Space-resolved Micro/Nano-

size Photochemistry」で、本多健一
先生（1992年）、又賀昇先生（1996

年）につぐ日本人として3人目の栄誉
となり、大いに感激いたしました。皆
様も御存知のとおりポーター先生は分
子研にもゆかりの深い先生で、国内外
の国際会議で何度も一聴衆としてお話

しを伺っておりました。フラッシュフォ
トリシス、レーザーフォトリシスから
光合成初期過程への研究展開には、大
変説得力ある物理化学のストーリーを
感じました。方法論開発からそれを駆
使した新現象の探索と解明、新概念提
案に至る流れが、物理化学のみならず、
化学あるいは分子科学の研究者に一つ
の研究基準を与えてきたと思います。
私のレーザーと顕微鏡を駆使した極微
化学も、方法論の開発、新現象の探索
と解明を志向する研究ですから、私に
とってポーターメダルをいただいたこ
とは非常な喜びです。私たちの研究は、
結果として物理化学の枠にととどまら
ず、ナノサイエンス・ナノテクノロジー、
ナノ物質の化学、単一分子分光など現
在活発な研究展開に貢献があった、関
連学問分野に方法論的寄与をしたと認
めていただいたと思っています。私は
物理化学の研究者集団のど真ん中にい
る、分子科学の発展をもっとも担って
来たという意識はまったくありません
が、物理化学、分子科学という学問へ
の憧れを心に持ちつつ、オリジナルな
学問は独自の立場からのみ生まれると
信じ、光化学から特徴あるアプローチ
を展開してきたつもりです。

1975年に分子科学研究所が設立
されました。分子科学研究所ができ
た、研究会があるから行きましょうと
いう機会が何度かあリました。又賀先
生と御一緒したことが多かったと思い
ます。愛知教育大が移転した後のキャ
ンパスを使い、ここが研究棟、あそこ
がテニスコート、寝泊りできるロッジ
は二つあって……研究会だけではなく
新しい建物の見学会があったことをも
覚えています。赤松先生が所長で、如

分子研との関わり
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何にこの研究所が新しい分子科学を展
開するかというお話しをじかにお聞き
したこともあります。我々の分野では
吉原経太郎先生が若き教授として着任
され、パルスレーザーによる高速分光
の実験を開始されました。新しい建物、
素晴らしいレーザーは若い我々にとっ
て魅力たっぷりでした。そして分子研
に属さない研究者にとって、分子研は
衆望の対象であり、ぶつかるべき競争
相手でありました。長倉研、田中郁三研、
吉原研、そして我々又賀研は幸せない
い時期を持ったと今でも懐かしくおも
いだされます。
当時の高速分光、それを駆使した光

化学は、分子科学の一つの華だったと
いえるでしょう。やはり化学はダイナ
ミクスである、反応である、反応は時々
刻々変化する、その変化するさまを実
時間で見よう、それにより新しい反応
の概念も生まれるという考えは化学者
を引き付けます。当時は可視紫外吸収
スペクトルの測定が中心で、400nm

から700nmにかけて山が二つあるか
ないくらいでしたが、そのインパクト
は極めておおきいものでした。ナノ秒
分光により電子移動過程の直接測定を
始めたころの又賀研を例にとって言え
ば、高分子重合、高分子の光伝導、構
造有機化学、太陽エネルギー変換など
の権威の先生が来られ、まさに「桃李
不言、下自成渓」と感じました。東工
大田附重夫先生、阪大三川礼先生、阪
大三角荘一先生、東大本多健一先生、
北大林晃一郎先生、九大松尾拓先生、
筑波大徳丸克己先生らが又賀先生をた
ずねてこられ、幸いにも近くで話され
るのお聞きする貴重な経験をさせても
らいました。光電子移動を中心に時間
分解で反応ダイナミクスを明らかにす
ることが、これほどインパクトがある
ものかと驚くばかりでした。吉原先生

をはじめとする分子研のレーザー分光、
他のグループの高分解能分光もおそら
くは同じ状況であっただろうと思いま
す。まさにレーザー分光、レーザー化
学を中心とする物理化学が化学一般に
大きな吸引力を示したころでした。そ
の後も高速分光研究においてはこの状
況が続き、時間分解分光は電子スペク
トルから、ラマン、振動……とあらゆ
る分光に広がっていき、これが1999

年のZewailのノーベル賞につながる流
れだったことは言うまでもありません。
この流れの中で、分子研は日本のこの
分野の中心であり、多くの若い研究者
に高速分光への入門の機会をあたえた
ものと思っています。
私は1984年に京都工芸繊維大学で

一研究室を持ったとき、又賀先生とは
一味ちがった研究をしようと考えまし
た。しかし化学におけるレーザーの魅
力、インパクトから離れることはまっ
たく考えませんでした。阪大から独立
した若い教授にとっては、地方の小さ
い研究室にとっては、分子研はまさに
救いの神であり、日本のその分野の底
上げに大いに寄与していると感じまし
た。そのころの分子研の評判は極めて
よかったと思います。私にとって吉原
教授、山崎助教授は我々を助けてくれ
る人であり、我々の想いを実現してく
れる人でした。分子研は今後の分子科
学はこの方向と信じさせてくれる力を
持った組織だったといえます。
しかし1990年代に入り研究費も増

え、レーザーもいきわたってくると分
子研への興味は浅くなり、魅力は薄れ
てきました。私自身のこの経験からい
うと、初期の分子研のパワーの根源は
やはり一研究室ではもてない装置にあ
り、システムにあったと言わざるを得
ません。装置を一旦持つと、院生をか
かえ、広い分野の研究者をかかえる大

きい大学の研究者が、分子研より圧倒
的に強くなるのは否定できない事実で
す。しかし大学はまた多くの院生と教
育の重石を引きずっているので、方向
転換すべきときでも簡単にはできませ
ん。それに対し分子研は新しい流れを
いち早く実現できる立場にあるし、科
研費だけがベースではない分子研では
それは予算的にも可能であろうと予想
します。私が分子研並みのレーザー装
置を持てるようになった1980年後半
は、分子研は次の分子科学の吸引力を
レーザーから走査型プローブ顕微鏡に
シフトし、空間分解の視点を持って分
子科学に取り組み、新展開するチャン
スがあったと思っています。それによ
り、分子研が分光を中心にした物理化
学のみならず、物質科学一般にリーダー
シップを発揮する格好のチャンスをも
てた、ナノ時代に10年早く先鞭をつけ
られたはずだと、外部にいた私には思
えました。上に述べたように私個人は
京都工芸繊維大学で1988年にERATO

プロジェクトを始める機会をいただき
ましたが、一教授に過ぎない私個人と
してはレーザーから離れるわけには行
かないと判断し、レーザー＋顕微鏡で
物理化学としての新現象探索と解明を
図り、新しい分子系の微小領域光科学
にトライする道を選びました。

計算センター、UVSORなどの大型
装置も分子研の大きなパワーの一つに
なって動いてきていると思いますが、
変化の激しいサイエンスの動向を押さ
えて研究所としてどう生きていくのか、
今後一層難しい舵取りが重要になって
いると思います。ここではわたしの見
聞きした光科学の動向と、その中で分
子研が強い求心力を発揮できるのでは

光科学と分子研
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ないか、という私の希望を述べます。
21世紀は光の時代と言われていま

すが、光科学研究はその期待に反する
ことなく展開し、あらゆる科学と技術
に貢献しているといえます。最近では
光科学技術がポストナノテク・ナノサ
イエンスとして取り上げられることも
多く、真に学問と産業を支える基盤と
して認められる日が近いように思われ
ます。まず光科学技術の持つ大きな枠
組みを理解するために、光科学技術と
ナノテク・ナノサイエンスを比較して
みます。ナノテク・ナノサイエンスは
有機、無機金属、デバイス、生体を問
わす、ナノレベルの分子、原子レベル
で、計測、制御、作製、機能発現など
を図る科学技術と考えることにします。
このナノ研究に、電顕、STMは必要
ですが、それらの開発がナノテクとは
誰も思っていません。光科学技術もま
た、有機、無機金属、デバイス、生体
を問わず、光と物質の相互作用を駆使
して、計測、制御、創製、機能発現な
どを図る科学技術と位置づけることが
できます。光科学技術の発展にレーザー
と顕微鏡は必要不可欠ですが、それら
の開発のみが光科学技術の推進ではあ
りません。しかしながらレーザー装置、
光源の開発が光科学技術であるという
受け止め方が一般の関係者に多くある
のは残念なことです。私は光科学技術
をある種の技術開発に限定するのでは
なく、ナノテク・ナノサイエンスを上
回る高いポテンシャルを持っているこ
とこそを主張すべきであると思ってい
ます。特に時間、空間、エネルギーを
完全に制御して、非接触に、非破壊に、
計測、制御、作製、機能発現を図れる
のは光科学とそれをベースにする技術
を置いて他にありえないからです。
次に、光科学技術とナノテクのアウ

トプットを比較してみましょう。ナノ

テク・ナノサイエンスは、新しいもの、
材料、デバイス、チップなどのものの
生産につながる基盤技術と定義できる
でしょう。一方光科学技術は、光に関
する新しいもの、材料、デバイス、チッ
プなどの生産を生むでしょうが、もっ
と大切なことは、ものの理解、デバイ
スの構想にとどまらず、ものを作り出
すメカニズム、次の生産方式の新しい
発想を与えるところにあります。これ
は光科学がナノサイエンス以上に期待
される理由の一つになっており、光で
基礎的なものづくりを心がけてきた光
化学の歴史が教えるところであり（紙
数の関係で詳しく触れられないが）、光
科学の特徴です。
日本の光科学のレベルは非常に高い

と考えられています。たとえば化学で
は（私たちの分野で恐縮ですが）、こ
の3月まで藤嶋昭代表の「光機能界面
の学理と技術」（100研究室が参加）と、
不肖私が代表の「極微構造反応」（86

研究室が参加）が並列して走っていま
した。平成19年度の科研費特定領域
研究の化学分野に選ばれた3件の課題
は、いずれも光を駆使した化学の研究
です。加えてこのような基礎研究のみ
ならず、光触媒を中心に新しい産業が
生まれつつあります。光物理や他の光
技術においても同様に世界的に誇れる
仕事が次々と発表されており、この歴
史と流れに関わって来た素晴らしい人
たちを抱え込むような形で、わが国の
光科学技術の研究推進は行われるべき
と考えています。
今後の光科学技術の推進を図る上

で参考になるのは、ナノテク・ナノサ
イエンスはどうやってその大きなプ
ログラムにまで纏め上げることができ
たのかです。それに習い、いや光科学
技術の枠組みはそれ以上に大きいはず
ですから、ナノテク・ナノサイエンス

以上の構想を持って光科学技術の方策
を練ってほしいと願っています。具体
的な方策の一つは、光と物質をカップ
ルさせるために、光科学技術とナノテ
ク・ナノサイエンスの融合を図りなが
ら、研究を展開することだと思います。
さらに組織的なレーザー装置開発をス
タートさせながら、物質、生命、産業、
医療のみならず、心理学、社会学と社
会そのものまでを射程に入れて、具体
的な組織作りを提起すべき時が来てい
ます。そのためには産官学の理解を得
て、新しい組織、 既存の組織を問わず
大きな目標にしたがってフレキシブル
に動ける人々を集め、光科学技術の枠
組みを正しく理解してもらうところか
ら立ち上げるべきであると思います。
そのような状況では、レーザー光源

開発から、光と分子の相互作用の本質
を押さえ、かつ光が社会に役立つとこ
ろまで目配りできる組織が必要と考え
られます。さてそのような組織はどこ
にあるかと考えると、大学の学部でも
なく、装置に偏重した研究所でもなく、
まさに個人レベルで戦っている研究者
が集結する分子研がふさわしいと私は
思います。分子研は光科学をもっとも
サイエンスとしてまじめに捉え研究を
実践してきた研究所です。その研究所
に光科学を中心に、光源開発から光技
術の行く末までを、波及の先までを見
据えてマネージしてもらいたいと希望
しています。この役割は分子研にパワー
を与えると期待しています。ポストナ
ノテクとしての光科学技術の発展を願
う私にとって、まさに時間と空間とエ
ネルギーで分解しながら化学現象を引
き起こし、解明し、制御する光科学に、
光科学技術の基盤があり学問の求心力
があると思っています。




